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2023 年度 4 期 

                             

担任 田中 有美 

たくさんのドラマがあった学園祭  

第 4 期の学級活動は、学園祭の準備がメインとなりました。はじめは、クラスで

の話し合いがうまくいかない様子もありましたが、最後はほぼ全員が役割を担い、

教室や階段の装飾、クラス企画の看板作成、買い出しなど充実した時間を過ごせ

ました。 

今年度の学園祭のコンセプトは、〝昭和レトロ〟〝祭〟ということで、2B は「深

海なーなー喫茶」を企画しました。メニューは、ホットケーキと飲み物。途中、アイス

クリームを手作りしたいという声もありましたが、保健所からの意見もあり断念す

ることになりました。飲み物の種類を話し合った際には、「学校の自販機にないジュ

ースの方が売れるのではないか？コーラは学校に売っていないからコーラもメニュ

ーに入れよう」、「自販機のジュースよりお得感があった方が売れそうだから、価格

を 100 円にしたらどうか？」、「経費削減のために、プラスチックではなく紙コップ

を採用しよう」など、説得力のある具体的な意見も出ました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 25 日～1 週間は、学園祭の準備期間となり、主に、①看板＆メニュー作

成チーム、②教室装飾チーム、③階段装飾チームに分かれて作業しました。  

 

① 看板＆メニュー作成チーム 

 

 

 

チームのリーダーは春日さんが率先して引き受けてくれ、2 つの看板を作成し

ました。1 つは菅野さんがデザイン画を描き、別のチームの生徒さんも協力して

色を付けくれました。（なーなー喫茶の〝なーなー〟＝〝おいでおいで〟というこ

とで、深海と招き猫を組み合わせたデザインとなりました）もう 1 つの看板には店

名を入れ、春日さんが中心となって絵本『スイミー』のような仕上がりになりまし

た。美術のスタッフ三木さんにも「センスが光っているね！」と褒めていただき、み

んな嬉しそうでした。他にも、石森さんが全体の進行を気に掛けながら、学園祭ま

でに完成するよう具体的な提案をしてくれたことも印象的でした。小田さんは、書

体や色使いにもレトロ感が出るよう試行錯誤しながらメニュー表を作ってくれまし

た。看板制作が中々進まなかったとき、チームのみんなが「何をすればいい？どう

したいか言ってくれたら協力するから言って欲しい」と何度も声を掛けてくれてい

た姿にも心あたたまりました。  

石森さん、小田さん、春日さん、鹿嶽さん川瀬さん、重松さん、 

神保さん、菅野さん 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②教室装飾チーム  

 

 

2B はクラスの表現活動として、教室の装飾に取り組みました。斎藤さんが中心

となり、廊下を通りがかった方に楽しんでいただけるよう扉や窓に昭和レトロな看

板のデザインを貼り付け、さらに深海なーなー喫茶にちなんで海の泡をイメージし

た装飾を施しました。扉と窓の寸法を測り、海をイメージしたデザインを作って拡

大して貼るところまで、黙々と丁寧に取り組んでくれました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

腰原さんが中心となり、階段の高さを測ったり、昭和レトロな看板を貼ってはど

うかと提案してくれたりしました。他にも、階段の空きスペースに〝映えスポット〟

を作ろうという提案があり、太田さん、永田さんがあちこち動いて材料を集め、き

れいに加工してくれました。そこへ自然と人が集まり、わいわい楽しそうにしていま

久間さん、斎藤さん、榊原さん、坂口さん、高見澤さん、藤井さん、古川さん 



③階段装飾チーム  

 

 

 学校全体で取り組んだ階段装飾で、2B は教室横の階段を担当しました。はじめに、階段

の段の側面に横長のレトロな看板デザインを貼り付ける案が出ました。そもそも「昭和レト

ロってなんだろう？」と言いながらスマートフォンで使えそうな素材を検索し、腰原さんが

中心となって階段の高さを測る作業からスタート。最終的に、佐藤さん、水野さんをはじめ、

みんなで映画のポスターやレトロな看板デザインを階段の壁に貼って昭和の雰囲気で彩

ることになりました。また、太田さん、永田さんは映えスポットの作成を考案。人工芝やペン

キの空きカンなど、どこからともなく調達してきては丁寧に加工していました。DIY が得意

だと話してくれましたが、アイディアの豊富さや加工の細かさは私には到底真似できない

ものでした。イスなども作れるとのことでしたので、教室で必要なものが出てきたらお願い

しようと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内川さん、太田さん、小野田さん、腰原さん、佐藤（凜）さん、永田さん、舟橋さん、 

水野さん、脇本さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの成長  

学園祭当日を迎えるまで、実に様々なドラマがありました。クラスの役割分担に

ついて意見が分かれた場面では、双方が気持ちを伝え合い、歩み寄りながら冷静

に話し合う姿に大変感動しました。その後も、強く言いすぎてしまったから明日謝

ろうと思いますといった声もあり、自分の言動が周囲に与える影響を振り返り、他

者の気持ちに思いを馳せられたことも素晴らしいと思いました。  

 

他にも、看板作成が間に合わないのではないかと心配した生徒さんが、第二案

を提案する場面もありました。結果的には、原案のまま進めることになりましたが、

チームの意思を尊重しながら力になろうとする姿が素敵でした。  

 

他にも、ここに書き切れないくらいたくさんのドラマがあった濃密な 1 週間でし

た。きっと辛い気持ちになった生徒さんもいると思いますが、学園祭を通して新し

い関わりが生まれ、葛藤しながらも成長につながったのではないかと思います。話

し合いがあったお陰なのか、当日の役割もほぼ全員が責任を持って担うことが出

来ました。なんとなく与えられた役割をこなすより、自分たちで話し合って納得して

引き受ける役割の方が責任を持って取り組めるのかもしれませんね。 

 

２年生も折り返し地点 ５期はインターンシップ週間があります  

今年も残すところ３ヶ月。今年度も半分が過ぎてしまいました。早いですね。 

５期は２週間のインターンシップ週間があります。学内では味わえない経験が出来

るチャンス。将来なりたい職業や仕事をイメージしたり、未知の分野を垣間見るき

っかけになるといいなと思います。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来期の予定】 １０月 ９日（月） 学園祭代休日、一斉帰寮日 

           １０日（火） 学園祭片付け、HR活動 

           １７日（火） 避難訓練 

           ２１日（土） つげのオープンキャンパス 

           ２３日（月） インターンシップ週間開始 

        １１月 ２日（木） インターンシップ週間終了 

            ３日（金） 一斉帰省日（午前授業） 

            ４日（土） つげのオープンキャンパス 

            ５日（日） つげのオープンキャンパス 

 

 

下記の条件に該当する方、もしくは事由が発生した場合は担任までご連絡ください。 

・住所変更  ・家計急変（転退職，長期療養他） ・親権者変更 など 

最近 好きなもの 

 みなさん、Mrs. GREEN APPLE はお好きですか？私は、ラジオで流れているのを聴く

うちに大好きになりました。美しい高音域と音程が抜群なところが特に好きです。あと、聴

いているとハッピーな気持ちになりますよね！King Gnu も大好きです。こちらも透明感

のある高音域が最高ですね。三文小説が 1番好きです。 

 あと、授業で谷川俊太郎の詩「二十億光年の孤独」を味わったのですが、改めて読むとし

みじみいい詩だなぁと感じました。合唱になっている詩もいくつかあって、「春に」もその 1

つです。懐かしく思って YouTube で聴いてみたら、感動して涙が出てしまいました。国語

で習った文章や詩って、その時はふ～んくらいにしか思わなくても、大人になって読み返す

などして触れる機会があると、こんなに素晴らしい作品だったのか！と衝撃を受けること

が多々あります。国語って、大人になった時に作品と再会することで、人生のヒントや気づ

きになるところが素敵な教科だと思います。授業は、そのための種まきのようなものかもし

れません。 


